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今後の公共交通に関する全体説明会

～夕張市生活交通ネットワーク計画（素案）～
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公共交通の現状

・通学手段としての利用が多い
・清水沢以北の利用が比較的
多い

Ｊ Ｒ

バ ス

タクシー

その他

・1日9往復
・清水沢以南での利用が比較的多い

・医療施設の送迎
・老人福祉会館の送迎。
・介護を要する通院などへの
福祉有償運送

・2社が運行を行っている。

鉄道 バス 高速道路
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市民アンケートの概要

郵送回収。
総回収数2,463票。

回 収

主に広報誌への綴じ込みにより配布。
（10月上旬）

配 布

夕張市内全世帯
（平成24年9月末現在の世帯数は5,802世帯）

対 象

ＤＭＶやデマンドタクシーの利用意向 など
新たな交通シ
ステム

公共交通維持に向けた市民負担への考え方、
取り組むべき施策など

施策の方向性

利用頻度、現行公共交通の評価・問題点など
公共交通利用
実態

移動目的別の行き先、交通手段、頻度など外出移動実態

年齢・性別、職業、居住地、免許の有無など回答者属性

調 査 項 目
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アンケート結果のまとめ①
ふだん自動車を運転する方の割合は５５％。

どの用事でも自動車利用割合が高い（５５～７５％）。

公共交通を使う割合が比較的多い用事は、「通院・介護」「娯
楽・交友」などで、外出頻度は低い。

そのため、現在の公共交通利用は少ない。

公共交通の
利用傾向
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自動車

自転車・バイク
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用事別交通手段
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アンケート結果のまとめ②
公共交通に対する満足度は低い。（満足＋おおむね満足が
８％に対して、不満＋やや不満は５倍近い37％）

バスの運行本数など基本的な項目に対する問題指摘が多
い。（「バスの本数が少ない」との指摘率５８％）

公共交通の
問題点

利用しないの
でわからない
37.6%

不満
23.8%

やや不満
13.4%

どちらでもない
9.9%

不明
7.6%

おおむね満足
5.9%

満足している
1.7%

公共交通の満足度
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アンケート結果のまとめ③

公共交通の
需要

現在の利用数（左下図）が多いのは、路線バスサービスが
比較的充実している「本庁～若菜～清水沢」や「札幌・栗山
方面」。

自動車による送迎やタクシーなど（右下図）が多いのは、バ
スが少ない「清水沢～紅葉山」。

現 在 の 利 用 自動車送迎やタクシー利用等
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2.5%

6.1%
6.7%

15.7%

3.5%

29.5%

36.1%

もっと市が費用を負担して、より便利な
公共交通にする

市だけでなく、沿線住民なども費用を負
担して、より便利な公共交通にする

市の費用負担を変えない範囲内で、で
きるだけ便利な公共交通にする

今より不便にならない範囲内で、市の
費用の負担を少なくする

市の費用負担を少なくする。公共交通
は、今より不便になってもしかたない

公共交通に対して市が費用の負担を
行う必要はない

無回答

アンケート結果のまとめ④
市の財政状況を踏まえ、現状の交通利便性と行政負担を互
いに悪影響を与えない範囲で、それぞれ改善していくことが
求められている。（下グラフ）

「コンパクトなまちづくり」への市民理解が得られている。（力
を入れるべき取り組みとして「コンパクトなまちづくり」を挙げ
た割合５１％）

対策の
方向性

公共交通の方向性
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ＤＭＶとは

ＤＭＶ（Dual Mode Vehicle）とは、
線路と道路の両方を走ることがで
きる車両

利便性
・乗り換えなしでの乗り継ぎ利便の向上
・乗り換え改善による公共交通の利用促進
経済性（鉄道に比べて）
・車両価格が安価
・車両の維持管理費用が安価
・燃料費コストが低減
その他
・コンパクトシティの形成に寄与
・鉄道の維持が図られることによる住民の安心感
・ＤＭＶ自体の乗り物としての魅力による観光ビジネスの展開
・まちの顔としての象徴

特 長
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デマンド交通（乗合タクシー）とは

簡単に言うと
予約客の自宅を回って、
相乗りで運行するタクシー。

（タクシーと違って）
事前予約が必要。
利用できる時間帯が限定される。
相乗りのため遠回りになることもある。
目的地が限定される。

タクシーより安い。
自宅まで来てもらえる。
予約が無い時は運行しないため
バスに比べて経費が安い。

  

特 長
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アンケート結果のまとめ⑤

「鉄道や路線バスよりも運行経費の少ないシステム」として
一定の支持。

現行のサービス水準から低下させないという条件付きで歓
迎する意向が多い。

ＤＭＶと
デマンド交通

不明
14.7%

分からない
15.8%

反対
4.5%

歓迎
65.1%

歓迎歓迎
６５％６５％

反対５％反対５％

歓迎
56.2%

反対
9.3%

分からない
18.4%

不明
16.2%

歓迎歓迎
５６％５６％

反対９％反対９％

ＤＭＶ デマンド交通

導入に対する意向
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地区別説明会

市民研修センター

南部コミュニティセンター

紅葉山会館

真谷地六区集会所

沼ノ沢農業研修センター

はまなす会館

会 場

１月２９日（火）清水沢地区

１月２８日（月）南部地区

６２名１月２５日（金）紅葉山地区

１月２４日（木）真谷地地区

１月２３日（水）沼ノ沢地区

１月２２日（火）本庁・若菜地区

参加者数実施日実施地区
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地区別説明会での意見①

・ 運転免許を返上する高齢者が増え、公共交通機関に頼らざるを
得ない状況になってきているので、バスの便数を増やしてほしい。

・ 回送バスに乗れるようにすると、乗る人もいると思う。

・ バス便数を増やしても、単純に乗客は増えない。

・ 利用しやすいバス路線に改編し、病院や商店の送迎を組み合わ
せたり、一部の費用を市民も負担するなど、バスを有効に運行した
方が良いのではないか。

・ コンパクトなまちに合わせた交通網や車両の小型化によるコスト
ダウンを行う必要がある。

・ 現在のバス運行が、小中学生の通学のために清陵経由となって
いることについては、仕方がないと思っている。

・ 学生は朝と夕方に、高齢者は昼に主に利用するので、昼は高齢
者に合わせたルートで運行すればよい。

バスに関する意見

便数増

改編

通学

高齢者

コスト
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地区別説明会での意見②
ＤＭＶに関する意見

観光

期待

課題

懸念

・ ＤＭＶは運行してほしい。

・ 若菜駅は是非設置して欲しい。

・ 高校生徒数が減少し、人口減少が進むなか、ＤＭＶに期待したい。

・ ＤＭＶの物珍しさに日本中から人が大勢来るだろう。

・ 本当に赤字が解消されるか疑問。観光客が来たとしても半年だけ
だろう。

・ 採算が合わなくて撤退するようなことのないようにしてほしい。

・ バスやタクシーの需要を奪ってしまうと問題。

・ ＪＲとバスが共存できるように両者の了解をとっていくことが必要。

・ 本当にＤＭＶの導入に効果はあるのか。まだ導入のメリットが見え
ない。導入有無で比較検討して、その効果を示すべき。

・ 市民に良く知ってもらうために、夜間ではなく昼間に試験運行を
行ってはどうか。
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地区別説明会での意見③

・ 今後車を運転しなくなる人が増えるため、デマンド型の交通などが必要。

・ 現在も片道はタクシーとなることから、相乗り型のタクシーは活用できる。

・ デマンドは予約が大変。小さい車両で定期的に巡回するバスはどうか。

・（ＤＭＶだけでなく）デマンドタクシーも、地区で試験的に導入し、検証した方
が良い。

・ 病院の送迎バスに買物のために乗れたら良いと思う。

・ 役所任せではなく、ボランティアでのマイクロバス運行など、市民の力を活
用することも必要。

・ 高齢者、認知症の方が増加しているため、そういった方々に配慮した交通
手段を考えていかなければならない。

・ 今は車に乗っているが、あと何年かするとバスに頼らざるを得ない高齢者
が多い。

  

デマンド交通等に関する意見

全般的な意見
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郊外地区座談会

真谷地六区集会所

会 場

１０名平成２５年２月７日（木）真谷地地区

参加人数実施日実施地区

・敬老パスにより運賃100円となるのは助かる。

・現状よりもバスが不便になると出かけられなくなる。

・清水沢での買い物には、バスの時間に余裕が無く、
急いで買い物をしなくてはならない。

・新夕張からの札幌行き列車に接続できなくなった。

・札幌方面へ行くには、清水沢と若菜で２回乗り換えが
必要。

・利用促進をバス事業者もがんばるべき。

・バスの運行に対して自治体が補助（赤字補填）をして
いるという実情を市民が知らない。もっと周知すべき。

バスに関する意見
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座談会での意見
・清水沢等に行く際に、片道だけでも乗せてもらえると有り難い。

・途中で降ろしてもらえると良い。

・市外スーパーの無料送迎バスは、当然だが店舗利用が条件。

・夕鹿の湯の送迎は、地区の風呂の日と重なっているのが残念。

・路線バスのほか、通院送迎・老人福祉会館送迎バスなど
のサービスを組み合わせて生活の足を確保する。
・組み合わせを自分で考えるのは大変なので、お手本（モ
デル利用パターン）を示すことを考えてはどうか。

・バスを利用するのは毎日ではなく週１度などの頻度。毎
日バスを増便して走らせると経費がかかるので、週に１
回か２回でも、午前中と午後に買い物などして帰れるよう
な交通サービスがあれば良いのでは。

送迎サービス
等について

アイデア（議論総括）
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事業者ヒアリングでの意見①

人を動かす、活気をつくる取り組みとしてＤＭＶは賛成。

タクシーは家の前から運行するサービスであり、ＤＭＶやバスと
は住み分けができているため、ＤＭＶの導入によりタクシー事業
が圧迫されることは考えられない。

新たな交通システムとしての観光の魅力は最大級。

ＤＭＶについて

ＤＭＶと観光振興について

開業当初は鉄道ファンやバスマニアが、いくら高くても来るだろう。
次に全国から数十万人の夕張地縁者が再び夕張を訪れるきっかけ
となる。札幌滞在観光客（熟年層）の日帰り観光も想定される。

ＤＭＶの導入は観光面で良いが、財政破綻を受けて他の観光施設
が閉鎖されており、ただＤＭＶだけに乗って帰るのでは地域経済が
潤わない。
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事業者ヒアリングでの意見②

市内タクシー事業者が独自事業として取り組むことは困難。

ある程度の体力・規模のある企業が事業者となるべき。

厳しい面もあるが、利用者のためになるならば、市内タクシー事
業者としても協力すべきだろう。運行委託について実施条件な
どの協議を経ることが必要。

デマンド交通の費用負担の仕組みを市民に理解してもらうこと
が重要。デマンド交通が安価な運賃で運行できるのは、行政負
担等、何らかの負担があるからであり、通常のハイヤー運行の
際には適用できない運賃であることを、市民に広報することが
必要。

デマンド交通について
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＜質疑応答・ご意見＞

20

•毎日ではないがバス利用はしている。
•これ以上バスが不便になると外出できない。
•今は車に乗っているが、あと何年かするとバス
に頼らざるを得ない高齢者が多い。

•高齢者、認知症の方などに配慮した交通手段
を考えていかなければならない。

市民ニーズ等を踏まえた公共交通の課題①
市民アンケートから

説明会等の意見から

現状把握から

• 道内自治体で最も高い高齢化率と人口減少率。

•ＪＲもバスも利用者が少なく、危機的状況。

高齢者等の生活の足の
確保が重要

•ふだん自動車を運転する方の割合は５５％。
•どの用事でも自動車利用割合が高い。
•今は自動車を運転できるが将来が不安。

現在の公共交通
利用は多くないが、
安心して暮らし
続けるためには
公共交通が必要
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市民ニーズ等を踏まえた公共交通の課題②

•本庁～若菜～清水沢～沼ノ沢～紅葉山
の南北軸の移動需要が多い。

•「バスの本数が少ない」といった問題指摘。

•現在の利用数が多いのは、路線バスサー
ビスが比較的充実している「本庁～若菜
～清水沢」など。

•自動車による送迎やタクシー利用などが
多いのは、バスが少ない「清水沢～紅葉
山」

南北軸の
公共交通の強化が必要

市民アンケートから

現状把握から

•バスは清水沢以南の路線網が手薄。
•ＪＲは清水沢以北の利用が特に少ない。

南
北
軸
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市民ニーズ等を踏まえた公共交通の課題③

•市内各地区から「札幌・栗山方面」への移動
需要が多い。

•「ＪＲとバスの乗り継ぎが不便」との指摘が２
割。

•ＪＲの『玄関』は、紅葉山地区の新夕張駅。
•バスの『玄関』は、若菜地区の夕鉄バスターミ
ナル。

•新夕張駅に接続するバスは少なく、夕鉄バス
ターミナルに接続する駅がない。

•そのためＪＲ、バスの乗り継ぎ利用がしづらい。

市外移動との結節点の
強化が必要

市民アンケートから

現状把握から

•新夕張からの札幌行き列車にバスが接続でき
なくなった。

•札幌方面へ行くには、清水沢と若菜で２回バス
乗り換えが必要。

説明会等の意見から

結
節
点
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•現状の交通利便性と行政負担を互いに悪影響を与えない範囲で、それぞれ改
善していくことが求められている。

•「コンパクトなまちづくり」への市民理解が得られている。
•ＤＭＶやデマンド交通は一定の支持。

利
便
性

市民ニーズ等を踏まえた公共交通の課題④

•コンパクトなまちに合わせた交通網や車両の
小型化によるコストダウンを行う必要がある。

•役所任せではなく、ボランティアでのマイクロバ
ス運行など、市民の力を活用することも必要。

•バスの運行に対して自治体が補助（赤字補填）
をしているという実情を市民が知らない。

•まちの変化に柔軟に対応できる公共交通が求
められる。

市民アンケートから

説明会等の意見から

現状把握から

負
担

財政負担に配慮した
取り組みが必要

コンパクトな
将来都市構造
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市民ニーズ等を踏まえた公共交通の課題（まとめ）

基本的な考え方
・住民の移動実態に配慮した交通体系の構築
・財政負担に配慮するとともに、将来の都市構造を
踏まえた持続可能な交通体系の構築

夕張市生活交通ネットワーク計画

財政負担へ配慮した
取り組みが必要

南北軸の
公共交通の強化が必要

市外移動との結節点の
強化が必要

高齢者等の生活の足の
確保が重要

コンパクトな
将来のまちづくり
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生活交通ネットワーク計画の策定
（目的と必要性）

高齢者等の
生活の足
の確保

財政の逼迫

コンパクトな
まちづくりを支える
交通体系

・高齢化のなか、市民の日常生活の足とし
て公共交通はいっそう重要。

・公共交通の事業運営環境は厳しく、市財
政による負担も困難。

・将来にわたって持続可能な地域公共
交通体系を再構築。
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生活交通ネットワーク形成の方針①

方針①【南北軸の公共交通サービスの強化】

取り組みの例

南北軸の公共交通サービスを強化することにより、市民の移動ニーズに
沿った効率的なサービスを提供するとともに、コンパクトな市街地形成に寄
与する。

夕張支線へのＤＭＶの導入。

バス路線の見直し。

南
北
軸
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生活交通ネットワーク形成の方針②

方針②【交通結節点の強化】

取り組みの例

紅葉山地区、若菜地区の交通結節点（新夕張駅、夕鉄バスターミナル）へ
のアクセス利便を向上し、鉄道とバスの乗り継ぎを改善することにより、市
民の市外への移動利便を確保する。

簡易な駅設置が可能なＤＭＶの
利点を活かした若菜地区への
駅設置。

若菜のバスターミナルのほか、
新夕張駅など鉄道駅へバスが
接続するようバス路線の見直し。

結
節
点
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生活交通ネットワーク形成の方針③

方針③【効率的な交通システムへの転換】

取り組みの例

既存の交通システムから経費の少ない効率的な交通システムへの転換を
行うことにより、財政負担の軽減と交通事業者の経営改善を図る。

鉄道列車から経費の少ないＤＭ
Ｖへの転換。

デマンド交通等の導入可能性
の検討。
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生活交通ネットワーク形成の方針④

コンパクトなまちづくりの推進

ＤＭＶやデマンド交通の体験乗車会の
実施

意識啓発活動

ノーマイカーデーの実施

送迎サービスとの連携

交通情報の一元提供

敬老パスの継続と改善

方針④【公共交通の利用促進】

取り組みの例

公共交通を利用しやすいコンパクトなまちづくりを進めるとともに、市民・企
業・行政が公共交通に対する問題意識を共有して、役割分担と協力のもと
公共交通の利用促進を図る。

「安心して幸せに暮らす
コンパクトシティゆうばり」
を目指す
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生活交通ネットワーク形成の方針⑤

方針⑤【都市構造の変化に合わせた柔軟な運用と
定期的な見直し】

人口減少と高齢化が今後も急速に進行することが予想されるなか、都市構
造の変化と住民の移動実態やニーズの変化にあわせて、交通システムを
柔軟に運用するとともに、生活交通ネットワーク計画や事業計画を定期的
に見直す。

現状 当面 将来

ＤＭＶの導入、デマンド交通等の導入可能性検討。

路線バスやＤＭＶのルート等の定期的な見直し。
取り組みの例
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定量的な目標

公共交通の利用者数の増加

市財政負担の低減

市内路線のバス乗降客数
現状1,949人（Ｈ23平日） → 目標：３年後に１割増加

夕張支線のＪＲ乗降客数
現状 360人（Ｈ22平日） → 目標：３年後に１割増加

路線バスの運営にかかる行政補助
現状 約１,２００万円/年 → 目標：３年後に現状より低減
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計画①ＤＭＶの導入

夕張市地域公共交通協議会

ＤＭＶ導入
可能性
検討分科会

平成２４年度 平成２５年度以降

導入
計画

実証

運行

導入計画
の見直し

課題・改善点
市民の反応
採算見通し

事業化

「ＤＭＶの導入・普及に向けた
検討会」など

検討結果
を踏まえ

生活交通ネット
ワーク計画
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計画②デマンド交通等の導入

夕張市地域公共交通協議会

平成２４年度

デマンド交通等の
導入可能性調査 試験

導入

導入
可能性
の
見直し

課題・改善点
市民の反応
予測の見直し

事業化

計画を踏まえ

生活交通
ネット
ワーク
計画

ＤＭＶ導入計画

平成２５年度以降
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計画③バス路線の見直し

夕張市地域公共交通協議会

平成２４年度

現状路線の
見直し 都市構造の変化に伴う

弾力的な見直し

継続的な
見直し

計画等を踏まえ

生活交通
ネット
ワーク
計画

ＤＭＶ導入計画

平成２５年度以降

デマンド交通等の導入可能性調査

都市構造や市民ニーズの変化

関係者等による
検討会議の実施
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【最後に】

夕張で安心して暮らし続けるために、
便利で息の長い公共交通を、
みんなで考えていきましょう。


